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absorbance   /æbˈsɔr bəns or æbˈsɔr bən si; -ˈzɔr-/ 

[ab-sawr-buh ns or ab-sawr-buh n-see; -zawr-] 

 吸光度、吸収率 

ある物体・物質 (散乱の無いもの) に光を通した際にどれだけ減衰する

かを表す無次元量。正確には「透過率(transmittance)の逆数の常用対

数」である。単位が必要な際は[abs](アブス)を付けて表す。OD (optical 

density)とは若干異なるので注意。 

 

academic   /æk əˈdɛm ɪk/  [ak-uh-dem-ik] 

 学術的な、学究的な、理論的な、大学の 

 

acceleration   /ækˌsɛl əˈreɪ ʃən/  [ak-sel-uh-rey-shuhn] 

 加速度 

 

accomplish   /əˈkɒm plɪʃ/  [uh-kom-plish] 

 成し遂げる、完成する、達成する 

 

accomplished   /əˈkɒm plɪʃt/  [uh-kom-plisht] 

 完成した、熟達した 

 

accord   /əˈkɔrd/  [uh-kawrd]  

 一致する、調和する 

 

 according to：～によると、～に従って 

 

accumulate   /əˈkyu myəˌleɪt/  [uh-kyoo-myuh-leyt] 

 蓄積する、ためる、たまる、積もる 

 

accumulation   /əˌkyu myəˈleɪ ʃən/  [uh-kyoo-myuh-ley-shuhn] 

 蓄積物、蓄積、蓄財 

 

acid   /ˈæs ɪd/  [as-id] 

 酸、酸性の 
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act   /ækt/  [akt] 

 行為、行い、ふるまい、行う、行動する、ふるまう 

 

act on：～に作用する、～の反応を起こす、～に影響する 

act upon：act on と同義。upon の方がやや文語的。 

 

actin   /ˈæk tən/  [ak-tuh n]  

 〈生化学：アクチン〉 

 全ての真核生物のあらゆる細胞に存在するタンパク質。生体中に最も多

く存在する細胞タンパク質であり、全細胞タンパク質の10%を占める。

筋細胞中では 20％以上を占め、ミオシンと共に筋収縮において重要な

役割を果たす。 

 

action   /ˈæk ʃən/  [ak-shuh n] 

 行動、活動、行い 

 

adenine   /ˈæd n ɪn, -ˌin, -ˌaɪn/  [ad-n-in, -een, -ahyn] 

アデニン 

核酸塩基、またはプリン塩基の一つ。ATP、RNA、DNA などの構成成

分である。DNA 内ではチミンと 2 本の水素結合を介して塩基対をつく

っている。(AT 結合) 

 

adjacent   /əˈdʒeɪ sənt/  [uh-jey-suh nt] 

 隣接した、隣辺 

 

 

 

administrative   /ædˈmɪn əˌstreɪ tɪv, -strə-/  [ad-min-uh-strey-tiv, -struh-]  

 管理の、経営上の 

 

adorable   /əˈdɔr ə bəl, əˈdoʊr-/  [uh-dawr-uh-buh l, uh-dohr-] 

 ほれぼれするほどの、とても魅力的な 

 

 

θ 
adjacent 

o
p

p
o
site
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biological   /ˌbaɪ əˈlɒdʒ ɪ kəl/  [bahy-uh-loj-i-kuh l] 

 生物学の、生物学上の、生物学的な、血のつながった 

 

biological activity：生命活動 

 biological response modifier therapy：生物学的反応修飾物質療法 

 

black   /blæk/  [blak] 

 黒、黒色、黒ずんだ、〈会計：黒字〉 

 

black body   -/ˈbɒd i/  -[bod-ee] 

 黒体、完全黒体、完全放射体 

理論上の仮想的な物体で、あらゆる波長の電磁波を非選択的に吸収する

特性を持つ。可視光も全て吸収されてしまうので、見た目は完全な黒色

になる。また、放射においても波長の非選択性は現れるので、あらゆる

電磁波を放射できる。完全黒体から放射される電磁波のスペクトルはそ

の温度(熱量)のみで決定される。可視光域では特にこの理論値を「色温

度」の基準値としている。 

 

black body radiation   -/ˌreɪ diˈeɪ ʃən/  -[rey-dee-ey-shuh n] 

 黒体輻射、黒体放射 

 

black dwarf   -/dwɔrf/  -[dwawrf] 

 黒色矮星 

 

black hole   -/hoʊl/  -[hohl] 

 ブラックホール 

非常に強い重力のため、その脱出速度が光速を超えている天体。一般的

には太陽の約 30 倍以上の質量を持つ天体が、超新星爆発を起こした後

に到達する姿とされるが、どのような天体でもシュワルツシルト半径を

超えて収縮した場合には重力崩壊が起き、ブラックホールとなることが

できる。例として、太陽なら半径 3km、地球なら半径 9mm まで縮むと

ブラックホールになる。詳しくはシュワルツシルト半径を参照。 
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investigate  /ɪnˈvɛs tɪˌgeɪt/  [in-ves-ti-geyt] 

 調査する、取り調べる、研究する 

 

involve  /ɪnˈvɒlv/  [in-volv] 

 巻き込む、巻き添えにする、～を伴う 

 

iodine  /ˈaɪ əˌdaɪn, -dɪn; in Chemistry also ˈaɪ əˌdin/  [ahy-uh-dahyn, -din; 

in Chemistry also ahy-uh-deen] 

 ヨウ素、沃素 記号：I 原子番号：53 

融点 113.6
o
C、沸点 184.4

 o
C、密度は 25

 o
C において 4.93g/cm3のハロ

ゲン属元素である。日本が輸出可能な数少ない資源の一つであり、千葉

県が世界で 2 番目の産出量を誇る。甲状腺ホルモンの原料であるため、

人が生きていく上で欠かせない元素である。37 種の同位体を持つが、

127I 以外は全て放射性同位体である。123I、125I、131I、132I は放射性医薬

品として活用されている。原子力発電所事故で取り沙汰されるのは 131I

だが、その甲状腺への影響などは複雑なためここには表記しない。 

 

ion  /ˈaɪ ən, ˈaɪ ɒn/  [ahy-uh n, ahy-on] 

 イオン 

 

ionize  /ˈaɪ əˌnaɪz/  [ahy-uh-nahyz] 

 ～をイオン化する、電離する 

 

 ionization energy：イオン化エネルギー 

 

isotope  /ˈaɪ səˌtoʊp/  [ahy-suh-tohp] 

 同位体、アイソトープ 

 

kernel  /ˈkɜr nl/  [kur-nl] 

〈代数学：核〉、(梅などの種の中にある)仁(じん)、ナッツの殻の中の可

食部、穀粒、種、 (ものごとの)中心、核心 

 

kick up  

 問題を起こす、痛みをもたらす、蹴り上げる、(土煙などを)蹴立てる 
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mercury  /ˈmɜr kyə ri/  [mur-kyuh-ree] 

 水銀、水星、(植物)ヤマアイ、エノキグサ 

 

 水銀 記号：Hg 原子番号：80 

融点-38.9℃、沸点 357℃、常温常圧中で液体である唯一の金属である。

0℃においての比重は13.6g/cm3で鉄(7.90 g/cm3)の二倍近く重い金属で

ある。毒性を持ち、蒸気を多量に吸入した場合は中毒を起こす恐れがあ

る。無機化合物である硫化水銀(HgS)はほぼ無害だが、無機でも塩化第

2 水銀(HgCl2)や有機水銀の類はほぼ全てが非常に強い毒性を持つ。 

 

水星：太陽系の最も内側に位置する惑星で、公転周期は 88 地球日、自

転周期は 59 地球日である。夜明けから次の夜明けまでを 1 日とすると、

水星での 1 日は 176 地球日にもなる。赤道半径 2,440km(月より少し大

きい程度)の小さな星ではあるものの、微弱な磁場を持ち、内部の核は

未だ熱を保って溶けた状態であると推測されている。太陽に近い(約

5,800 万 km, 0.39au)ため、表面温度は昼の面で約 400
o
C にもなる。し

かしその熱を保持する大気が無いため、夜の面では-160
o
C まで冷え込

む。[5]  

 

metal   /ˈmɛt l/  [met-l]  

 金属、金属元素、溶融ガラス 

 

 transition metal：遷移金属 

 

metamorphic rock   /ˌmɛt əˈmɔr fɪk/-  [met-uh-mawr-fik]- 

 変成岩 

堆積岩や火成岩など、既存の岩石が更に化学または物理作用(高温、高

圧など)を受けて変化したもの。広域変成岩と接触変成岩に大別される。

更に組織や粒度、化学的性質、生成時の変成条件などから分類される。 

 

metaphysics  /ˌmɛt əˈfɪz ɪks/  [met-uh-fiz-iks] 

 形而上学 

魂や霊魂、神といったものの存在を思弁的思惟や知的直観によって明ら

かにしようとする哲学。 
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property  /ˈprɒp ər ti/  [prop-er-tee] 

 特性、性質、財産 

 

protein   /ˈproʊ tin, -ti ɪn/  [proh-teen, -tee-in]  

 タンパク質 

 

 simple protein：単純タンパク質 

 conjugated protein：複合タンパク質 

 protein synthesis：タンパク質合成 

 

proton  /ˈproʊ tɒn/  [proh-ton] 

 陽子 記号：p 

中性子と共に原子核を構成し(例外的に水素原子は陽子と電子のみで構

成されている)+1 の電荷(≈1.602 ×10-19C)を持つ。これは電子と同じ大

きさで符号が逆である。 

〈標準模型〉ハドロンの一種で、３つのクォークからなるバリオンに属

し、スピン角運動量がℏの半整数(
1

2
,

3

2
,

5

2
…)倍のフェルミオンに分類され

る。 

 

Punnett square 

 パネット(プネット)の方形 

親の配偶子の組み合わせから、子孫にどのような遺伝子型(表現型)が現

れるのかを見るための表。メンデルの法則を説明する際には分離の割合

(特定の配偶子が現れる比率)が省略されたものを用いることが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A O 

A AA AO 

O AO OO 

 
分離の割合が省略されたパネットの方形 

 A O 

0.7 0.3 

A AA AO 

0.7 0.49 0.21 

O AO OO 

0.3 0.21 0.09 

 一般的なパネットの方形 

数字は全体を１としたときの分離の割合を表す 
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quark  /kwɔrk, kwɑrk/  [kwawrk, kwahrk] 

 クォーク 

3 つ、ないし 2 つが集まって陽子、中性子などのハドロン、K 中間子、

π中間子などのメゾンを作る。詳しくは標準模型(Standard Model)を参

照。(巻末に一覧あり) 

 

radiation  /ˌreɪ diˈeɪ ʃən/  [rey-dee-ey-shuh n] 

 放熱、発光、輻射、放射 

 

radioactive  /ˌreɪ di oʊˈæk tɪv/  [rey-dee-oh-ak-tiv] 

 放射性の、放射能を持った 

 

radioactivity  /ˌreɪ di oʊ ækˈtɪv ɪ ti/  [rey-dee-oh-ak-tiv-i-tee] 

 放射能、放射性 

 放射線を出すことの出来る能力。 

 

radius  /ˈreɪ di əs/  [rey-dee-uh s] 

 半径、(影響が及ぶ)区域、橈(とう)骨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

reaction  /riˈæk ʃən/  [ree-ak-shuh n] 

 反応、反動、(作用に対する) 反作用、反発 

 

 chemical reaction：化学反応 

 law of action and reaction：作用・反作用の法則 

 

diameter 

radius 

circumference 
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How to read an expression 

 

𝑎 + 𝑏 ： 𝑎 plus 𝑏 

 

𝑎 − 𝑏 ： 𝑎 minus 𝑏 

 

𝑎 ± 𝑏 ：𝑎 plus or minus 𝑏 

 

𝑎 × 𝑏 ：𝑎 times 𝑏 

 

𝑎 ∕ 𝑏 ：𝑎 over 𝑏 ／ 𝑎 divided by 𝑏 

 

𝑎 = 𝑏 ：𝑎 equals 𝑏 ／ 𝑎 is equal to 𝑏 

 

𝑎 ≈ 𝑏 ：𝑎 is approximately equal to 𝑏 

 

𝑎 ≡ 𝑏 ：𝑎 is equivalent to 𝑏 ／  𝑎 is identical with 𝑏 

 

𝑎 ≠ 𝑏 ：𝑎 is not equal to 𝑏 

 

𝑎 > 𝑏 ：𝑎 is greater than 𝑏 

 

𝑎 < 𝑏 ：𝑎 is less than 𝑏 

 

𝑎 ≥ 𝑏 ：𝑎 is greater than or equal to 𝑏 

 

𝑎 ≤ 𝑏 ：𝑎 is less than or equal to 𝑏 

 

𝑎 ≫ 𝑏 ：𝑎 is much greater than 𝑏 

 

𝑎 ≪ 𝑏 ：𝑎 is much less than 𝑏 

 

𝑎 ⊥ 𝑏 ：𝑎 is perpendicular to 𝑏 

 

𝑎‖𝑏 ：𝑎 is parallel to 𝑏 
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𝑎2 ：𝑎 squared 

 

𝑎3 ：𝑎 cubed 

 

𝑎4 ：𝑎 to the fourth ／ 𝑎 to the power four 

 

𝑎𝑛 ：𝑎 to the 𝑛th ／ 𝑎 to the power of 𝑛 

 

√𝑎 ：root 𝑎 ／ the square root of 𝑎 

√𝑎
3

 ：the cube root of 𝑎 

√𝑎
4

 ：the fourth root of 𝑎 

√𝑎
𝑛

 ：the 𝑛th root of 𝑎 

 

𝑎! ：𝑎 factorial 

 

∞：infinity 

 

𝑎 ∝ 𝑏 ：𝑎 is proportional to 𝑏 

 

𝑎: 𝑏 ：𝑎 to 𝑏 ／ 𝑎 is to 𝑏 

 

𝑎: 𝑏 = 𝑐: 𝑑 ：𝑎 is to 𝑏 as 𝑐 is to 𝑑  

 

𝑓(𝑥) ：𝑓 of 𝑥 ／ the function of 𝑥 

 

𝑓′(𝑥) ：𝑓 prime 𝑥 ／ the first derivative of 𝑓 with respect to 𝑥 

 

𝑓′′(𝑥) ：𝑓 double prime 𝑥 ／ the second derivative of 𝑓 with respect to 𝑥 

 

𝑓′′′(𝑥) ：𝑓 triple prime 𝑥 ／ the third derivative of 𝑓 with respect to 𝑥 

 

𝑓(4)(𝑥) ：𝑓 four 𝑥 ／ the fourth derivative of 𝑓 with respect to 𝑥 
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